
飯田市教育大綱 (2021-2024) 

結
ゆ い  

飯田の地では、山を切り開き、水を引いて水田をつくってきた歴史の中で、人々はお互いに力を合わせて

田植えや稲刈りを行いました。人々が労力を出し合う相互扶助のしくみを「結い」といい、「結い」で

つくられる田のことを「結いの田」と呼ぶことから、それが転じて「飯田」になったとも言われています。 

飯田市では、ムトスと結いの心により、市民、事業者、行政が協働して、心豊かに暮らすことができ、

地域外からも魅力を感じて人々が訪れるような、よりよい「飯田」をつくっていくことを目指しています。 

教育においても、この地域で長い間に育んできた、お互いが心を通わせ、 

力を合わせる「結い」の精神を大切に、学校、家庭、地域、行政、機関･ 

団体等の多様な主体が「結いの心」でつながり、心を一つにして、 

「地育力による 未来をひらく 心豊かな人づくり」に取り組みます。 

 

【ビジョン】 

地育力による 未来をひらく 心豊かな人づくり 

【振興方針】 

○「地育力」により「ムトスの心」と「結いの心」を育む 

○  多様な主体が協働し飯田の未来を担う子どもたちの「生きる力」を育む 

○「私の学び」と「私たちの学び合い」を高め、魅力ある人・地域づくりを進める 

○「市民主役」の文化・スポーツ活動を、より活発に展開する 

○「伊那谷の自然と文化」を学びと地域づくりに生かし継承する 

○ 行政の「総合力」を発揮して市民とともに教育事業を進める 

【重点目標】 

◇ "結いの心"に根ざす教育を実践し、豊かな心とリニア時代 

を生きる力を育む 

◇ 豊かな「学びの土壌」を生かした「学習と交流」を進め、 

飯田の自治を担い、可能性を広げられる人材を育む 

◇ 文化・スポーツを通じて人と地域の輝き・うるおいをつくる 
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